
佐々木市長にまちづくりを問う

一般質問一般質問一般質問
9月定例会では、

15人の議員が一般質問を
行いました。各議員の
質問と理事者の答弁の
概要は次のとおりです。
（質問順に掲載）

過　

疎　

計　

画

一

般

質

問

改良が待たれる市道海老谷線（日吉町四ツ谷地内）

　
　

移
転
に
つ
い
て
の
法
務
局

と
市
と
の
契
約
ま
で
の
経
過
と

内
容
は
。
ま
た
、
旧
法
務
局
を

庁
舎
の
一
部
と
し
て
有
効
活
用

が
で
き
な
い
か
。

　
　
　

工
事
中
は
、
賃
貸
契
約

を
締
結
し
、
用
地
を
貸
し
出
す

形
で
あ
っ
た
。
完
成
後
は
市
が

保
有
す
る
平
成
台
の
用
地
の
一

部
と
、
法
務
局
が
所
有
す
る
旧

支
局
跡
地
及
び
建
物
を
等
価
交

換
し
、
残
る
用
地
は
売
却
す

る
。
旧
法
務
局
建
物
、
土
地
に

つ
い
て
は
、
市
役
所
の
本
庁
舎

の
一
部
と
し
て
の
活
用
が
効
果

的
で
あ
る
。
よ
り
良
い
行
政
推

進
の
た
め
に
施
設
を
活
用
し
た

い
。
今
議
会
に
お
い
て
、
建
物

を
利
用
す
る
た
め
の
改
修
設
計

費
３
０
０
万
円
の
補
正
予
算
を

計
上
す
る
。

　
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
配
布

さ
れ
て
い
る
が
、
市
民
に
対
す

る
周
知
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
。

　
　
　

昨
年
の
区
長
会
で
概
要

説
明
を
行
っ
た
が
、
有
事
に
備

え
た
各
地
区
で
の
危
険
個
所
、

連
絡
体
制
の
整
備
、
避
難
経
路

等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
各
地

区
で
お
願
い
し
た
い
。
新
た
な

る
自
主
防
災
組
織
も
重
要
で
あ

る
。

　
　

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向

上
対
策
の
評
価
は
。
制
度
は
平

成
２３
年
度
で
終
了
す
る
が
継
続

考
え
は
。　

　
　
　

市
内
１
０
７
の
組
織
が

活
動
。
農
地
の
持
つ
多
面
的
な

機
能
や
保
水
効
果
、
や
す
ら
ぎ

の
提
供
、
地
域
の
連
帯
感
が
醸

成
さ
れ
大
変
効
果
的
で
あ
る
。

丹政会

　　　不悖 議員

市
有
地
と
旧
法
務
局
の
等
価
交
換

移
転
さ
れ
た
法
務
局
の
契
約
関
係
は

市長

本
事
業
が
更
に
継
続
的
に
推
進

で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

前
向
き
に
検
討
す
る

美
山
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
早
期
改
築
を教育長

小中

南風クラブ

小中　　昭 議員

　
　

調
理
場
は
昭
和
５９
年
４
月

に
建
設
さ
れ
２６
年
が
経
過
し
て

い
る
。
厨
房
方
式
は
ウ
ェ
ッ
ト

仕
様
で
、
ド
ラ
イ
運
用
が
さ
れ

て
い
る
。
職
員
の
皆
さ
ん
の
努

力
で
、
今
日
ま
で
事
故
も
無
く

推
移
し
て
い
る
が
、
衛
生
面
は

も
ち
ろ
ん
職
員
の
皆
さ
ん
の
労

働
条
件
な
ど
を
考
え
る
と
早
期

の
改
築
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　

調
理
衛
生
面
や
労
働

安
全
衛
生
面
か
ら
も
早
急
な
検

討
が
必
要
。
改
築
時
期
も
含
め

前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
　

特
別
な
車
両
を
除
き
、
今

後
、
更
新
の
時
期
が
来
た
場

合
、
環
境
面
や
財
政
面
を
考
慮

す
る
と
軽
自
動
車
へ
の
変
更
や

リ
ー
ス
車
、
電
気
自
動
車
の
導

入
等
も
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　

軽
自
動
車
等
の
リ
ー
ス

を
基
本
に
、
少
な
い
台
数
で
効

率
的
に
運
営
し
て
い
く
。

　
　

ナ
ラ
枯
れ
の
被
害
は
里
山

ま
で
広
が
っ
て
お
り
、
民
家
の

裏
山
や
道
路
の
間
際
ま
で
被
害

木
が
あ
る
と
こ
ろ
が
見
受
け
ら

れ
、
倒
木
に
よ
り
民
家
や
人
的

な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
。
伐
倒

処
理
に
は
専
門
技
術
が
必
要
で

あ
る
。
府
へ
の
要
望
な
ど
早
期

の
対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　

温
室
効
果
ガ
ス
吸
収
源

対
策
森
林
整
備
事
業
を
活
用

し
、
処
理
す
る
方
向
で
調
査
を

し
て
い
く
。
補
助
単
価
の
改
正

を
府
に
要
望
し
て
い
く
。

過
疎
地
域
の
自
立
促
進
を
狙

い
と
し
た
「
市
過
疎
地
域
自
立

促
進
市
町
村
計
画
」
を
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。
本
計
画

は
、
平
成
１２
年
か
ら
２２
年
３
月

ま
で
の
１０
年
間
の
時
限
立
法
で

あ
る
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
措
置
法
」
が
法
改
正
で
２８
年

３
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
今
後
６
年
間
の
計
画

を
定
め
る
も
の
で
、
同
法
及
び

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
が
必
要
と
さ
れ
た

も
の
で
す
。

合
併
前
の
日
吉
町
と
美
山
町

は
、
そ
れ
ぞ
れ
過
疎
地
域
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
合
併

に
よ
り
市
全
域
が
「
み
な
し
過

疎
地
域
」
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

で
、
市
と
し
て
の
計
画
が
策
定

さ
れ
た
も
の
で
、
事
業
実
施
に

は
、
財
政
的
に
特
に
有
利
な

「
過
疎
対
策
事
業
債
」
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
立
促
進
へ
条
件
整
備

本
計
画
で
は
①
産
業
の
振
興

②
交
通
通
信
体
系
の
整
備
・
情

報
化
及
び
地
域
間
交
流
の
促
進

③
生
活
環
境
の
整
備
④
高
齢
者

等
の
保
健
、
福
祉
の
向
上
及
び

増
進
⑤
医
療
の
確
保
⑥
教
育
の

振
興
⑦
地
域
文
化
の
振
興
等
⑧

集
落
の
整
備
⑨
そ
の
他
地
域
の

自
立
促
進
に
関
し
必
要
な
事
項

―
の
９
分
野
に
つ
い
て
、
現
状

と
問
題
点
を
整
理
し
、
課
題
実

現
の
た
め
の
施
策
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

特
に
「
集
落
の
整
備
」
で

は
、
日
吉
、
美
山
地
域
の
過
疎

化
、
少
子
高
齢
化
が
顕
著
で
あ

り
、
地
域
活
動
の
基
本
で
あ
る

集
落
も
大
部
分
が
小
規
模
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
農
地
の
管
理
や

共
有
林
の
育
成
、
消
防
活
動
等

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
が

危
惧
さ
れ
る
と
し
た
う
え
で
、

交
通
・
通
信
や
住
・
生
活
環
境

な
ど
の
整
備
に
よ
り
、
Ｕ
タ
ー

ン
な
ど
の
条
件
整
備
を
進
め
る

と
し
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
事
業
も
対
象
に

今
回
の
過
疎
対
策
事
業
か

ら
、
支
援
の
対
象
が
ソ
フ
ト
事

業
に
も
拡
大
さ
れ
、
地
域
住
民

が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
よ

う
、
医
師
な
ど
の
地
域
医
療
や

身
近
な
生
活
交
通
の
確
保
、
集

落
の
維
持
な
ど
の
対
策
に
も
国

の
財
政
支
援
が
得
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
、
「
地
域
文
化
の
振
興

等
」
を
除
く
８
分
野
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
ソ
フ
ト
事
業
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
会
で
は
現
地
視
察
も

本
計
画
の
本
会
議
で
の
審
議

に
先
立
ち
、
付
託
さ
れ
た
総
務

常
任
委
員
会
で
は
、
過
去
の
過

疎
事
業
の
実
績
と
効
果
の
検

証
、
美
山
、
日
吉
の
現
状
を
踏

ま
え
た
整
備
と
、
み
な
し
過
疎

地
域
と
し
て
園
部
、
八
木
を
も

含
む
市
全
体
と
し
て
の
整
備
と

の
整
合
性
な
ど
に
議
論
が
集
中

し
、
現
地
視
察
も
行
っ
て
審
議

を
深
め
ま
し
た
。

過
疎
計
画
を
可
決

今
後
６
年
間
で
地
域
の
自
立
促
進
を

賛成討論（要旨） 松尾　武治　議員

流
域
下
水
道
は
、
（
中
略
）

行
政
区
域
を
越
え
た
河
川
等
の

流
域
単
位
で
都
道
府
県
が
事
業

計
画
を
行
い
、
２
以
上
の
市
町

村
か
ら
の
下
水
を
（
中
略
）
処

理
す
る
施
設
を
都
道
府
県
が
設

置
し
維
持
管
理
す
る
も
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
流
域
下
水
道
の

事
業
計
画
、
事
業
認
可
は
都
道

府
県
営
を
前
提
に
行
わ
れ
て
お

り
、
市
町
村
が
経
営
で
き
る
規

模
、
規
格
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
制

度
で
は
、
合
併
に
よ
り
単
一
市

町
村
と
な
っ
た
流
域
下
水
道

は
、
特
例
期
間
が
満
了
す
れ
ば

市
が
維
持
管
理
等
を
行
う
公
共

下
水
道
に
移
行
さ
れ
、
市
の
事

業
と
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
規

模
、
規
格
の
下
水
道
施
設
の
維

持
管
理
を
押
し
つ
け
ら
れ
、
ま

た
都
道
府
県
の
起
債
し
た
企
業

債
の
償
還
も
肩
代
わ
り
さ
せ
ら

れ
る
等
、
堪
え
難
い
負
担
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。（
中
略
）

原
点
に
か
え
れ
ば
、
流
域
下

水
道
の
実
施
地
域
が
広
域
的
な

観
点
か
ら
水
質
を
保
全
す
る
こ

と
が
特
に
必
要
な
重
要
水
域
で

あ
る
こ
と
は
今
も
変
わ
り
な

く
、
市
町
村
合
併
と
は
無
関
係

で
あ
る
。
こ
の
一
市
一
流
域
問

題
は
合
併
政
策
の
重
大
な
積
み

残
し
で
あ
る
。
国
に
お
か
れ
て

は
、
こ
の
現
実
を
十
分
認
識
さ

れ
、
流
域
下
水
道
の
た
め
に
合

併
の
効
果
が
無
に
帰
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
市
町
村
合
併
か

ら
１０
年
を
経
過
し
た
後
も
引
き

続
き
都
道
府
県
が
流
域
下
水
道

と
し
て
設
置
・
管
理
で
き
る
制

度
の
改
正
を
強
く
要
望
す
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条

の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提

出
す
る
。

平
成
２２
年
９
月
２４
日

　
　

内
閣
総
理
大
臣　

ほ
か　
　

　
南
丹
市
議
会
議
長　

井
尻　
　

治

意見書
採　択

「
市
町
村
合
併
に
と
も
な
う
流
域
下

水
道
移
管
に
関
す
る
制
度
改
正
を
求

め
る
意
見
書
」

過疎指定の条件である人口要件に当てはまるの
は、合併前から過疎指定されていた美山町、日吉
町である。本議案には、過疎法の目的からほど遠
い間接的な理由を示した事業が、事業費ベースで
見ると３割以上を占めている。

旧町の事業を例にとると、平成 14 年度着工の
市道海老谷線、平成 18 年度着工の小畑線の改良
が大幅に遅れている。残る部分の一括発注で、事
業費の節約と早期完成による経済効果などが得ら
れる。

対案の事業計画を示す議案だが、参考資料の内
容ということから、問題点のみを指摘し、賛成の
討論とする。

市
町
村
合
併
に
と
も
な
う
流
域
下
水
道
移
管
に
関
す
る
制
度
改
正

を
国
に
求
め
る
意
見
書
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
、
国
に
提
出
し
ま

し
た
。
以
下
、
意
見
書
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

市議会だより『なんたん』／第19号 4市議会だより『なんたん』／第19号5

公
用
車
を
軽
自
動
車
に

効果的な活用が望まれる旧法務局庁舎

ナ
ラ
枯
れ
の
伐
倒
処
理
を
早
急
に

改築が待たれる美山学校給食共同調理場


